
『真光寺川 里親の会』通信 
2 月号--通算第１50号-- ２０１４年２月９日    

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

「三輪・岡上と寺家ふるさと村を歩く」 

り、七福神もあるがこれは付けたりだがご愛嬌だ。

史跡横穴墓群を見て丘陵を下るとまさに古の奈良

の三輪もかくあるかと思える日本の原風景が広が

る。見上げると群青の空になんとトンビが三羽

悠々と弧を描いている。のどかだ。とても鶴川周辺

とは思えない。最後の妙福寺は実に立派な威風

堂々としたお寺だが今回はあまりにも前半に意表

を突かれて驚愕、感嘆しただけに感動の度合いが

薄かったのはやや残念。寺家ふるさと村の青山亭

でささやかな新年会をして帰路はバスに乗り鶴川

駅で散会。 

素晴らしいコースであった。古墳時代から奈

良・平安・、鎌倉そして戦国の山城跡とかかる狭

い地域に日本史の様々な出来事が凝縮している

ところが身近にあることの発見はまさに鶴川歴史

開眼であった。参加者は 11名、歩行 16000歩。

計画立案・下見された方々に感謝。多士済々の

会員の方々からは樹木、鳥、歴史、史跡など多々

知識を披露していただき大変勉強になった楽しい

1日であつた。         （文：五條 吉和）  

わせる鬱蒼とした樹木の境内を歩くと何となく歴史

の重みがのしかかる思いがする。このあたりの街

道が新田義貞の鎌倉攻めの時に早道として通っ

た鎌倉街道早道であるとか。とにかく最初の寺院

で度肝を抜かれた。鶴川駅界隈は新興住宅街と

認識していた早とちり誤算が脆くも崩れる嬉しい発

見をした。 

熊野神社にも奈良三輪との所縁が記してある。

高蔵寺は足利家の菩提寺で御朱印 11石を寄せら

れた寺格であるだけに風格がある寺だ。水車があ
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「清流にする会」新春行事は例年、近郊の散策

で始まる。鶴川駅周辺は町田市と川崎市、横浜市

と接し岡上地区は川崎市の飛び地であり、古墳時

代の横穴墓群なども残り、奈良時代には大和の三

輪の人々が当地に移り住んだという歴史的な地域

である。まずは東光院に立ち寄る。山門も堂々とし

て見事であるが仁王像も雄渾あふれる迫力ある２

体がある。横に案内板があり重要文化財の兜跋毘

沙門天立像が本堂にあると表示されている。これ

は実に驚きである。関東に兜跋毘沙門天像がある

とは予想外である。奈良博物館の兜跋毘沙門天

立像は 2008年の東西文明交流展で見る機会が

あり 2度も訪れたが、散歩圏の中にかかる古刹が

ありしかも得難い仏像があるとは実にいい発見を

した。機会を見て是非実物を見たい。兜跋とはウ

イグルの１地名であり、シルクロードの要衝地で

ヘレニズムの影響が濃く、冠の鳳凰文はヘルメス

の持物である鳥翼に由来することで有名である。

鎌倉以降ではこの形は見られないと思う。寺は奈

良前期に行基の草庵が始まりだという。深山を思

 陽光のもと散策を楽しむ、妙福寺にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカポスト： お礼 

１２月～１月はめだかポスト・一木会からのご寄付、 

広袴３丁目の石川由紀枝様、鶴川４丁目の芦田徳明様 

能ｹ谷６丁目の岡村実様、本町田の戸村公子様からの 

ご寄付を合算し１３,０２１円でした。 

里親の会の活動に対しお寄せいただいたご厚志に 

深く感謝いたします。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

和光鶴小では４年生になると川の学習をして

います。それぞれテーマを設け、半年にわたって

調べ、成果を発表するかなり本格的な学習で

す。昨年１２月１０日、先生に連れられ６名の子

供たちの訪問をうけました。「めだか」と「めだか

ポスト」につき次々と質問があり、あっと云う間に

時間がたってしまいました。後日、感想文が送ら

れてきました。         (山口拓郎記) 

１２月の清掃報告 

１２月８日は１３名が清掃に参加し、２０袋のゴ

ミとふとん２枚を引き上げました。寒い曇りの日で

したが、今年の最後の清掃日、川を綺麗にして

お正月を迎えようと頑張って取り組みました。 

 この日も真光寺川にすむ魚の水槽を下堰親水

で展示しました。子どもたちが沢山立ち寄ってみ

ていきました。カメラに収める大人もいました。 

 

 

 

 

３月・４月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆３月９日（日）、４月１３日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

真光寺川の川の中と川の周辺のゴミを分担して

拾います。どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

 

広袴公園調整池の浚渫作業が昨年１１月から

今年３月２０日迄の予定で実施されています。 

今回は池の周囲だけではなく全面的に行われ

ています。「生態系保全型底泥資源化システム」

によるもので、池の周りの一角に吸い上げた泥を

水と土に分離する機械を置き、ボートに乗った人

がホ―スで底泥を吸い上げています。水がキレイ

になり、ここから流れる真光寺川の水質改善が大

いに期待されます。        （山本隆治記） 

３年連続で広袴調整池の浚渫始まる 

 

 

      

●川に繁茂していた樹木が伐採されました 

南東建にお願いしていた樹木の伐採が、昨

年 8月に平成橋下流から始まり、12月に矢崎

橋下流域まで行われ、終了しました。川床が

さっぱりしました。 

●川崎治水センターから河川グッツが贈ら 

れました 

1月 10日 真光寺川の川崎市部分を管理

している神奈川県横浜川崎治水事務所川崎

治水センターから清掃の際に使ってくださいと

軍手やごみ袋など河川グッズをいただきまし 

た。 

いい発表ができました！ 

 

生態系保全型の機械で浚渫しています 

お知らせ 

真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail      ☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

http://www.shinkojigawa.com/        ☆事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com      （ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 
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